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会社概要①

社名 株式会社いぶき

本所在地 〒701-4263  岡山県瀬戸内市長船町西須恵1028-1

創業 2013年11月

業種 農業生産法人

代表取締役 梶岡 洋佑

耕作面積 約3.5ヘクタール

生産作物 50種類以上の野菜

売上高 約2,500万円/年



会社概要②

従業員数 9名
内）女性 7名
内）20～30代 5名

※ 代表年齢 28歳

女性(20～30
代中心)：

78%

男性(60代)：
22％

＜従業員比率＞

女性(20～30代5名)
男性(60代2名)

・ 社長を筆頭に20～30代の若い世代が集まり、女性中心の
多様なメンバーで活動。

＜従業員数＞



新規就農の経緯

• 岡山大学法学部在学中の21歳の時に起業。
全国初学生農業生産法人。

• 23歳の時、リタイアを検討する農家から第三者継承により事
業買収。前オーナーの元で経営手腕を学びながら、野菜の
生産を開始。

• 就農初年度に、売上約2,000万円を達成。
• 青空直売所で、売上1,000万円を達成。
• クラウドファンディングで加工所開設の予算を得て、野菜の焼

菓子等の販売事業を拡大予定。
• 子どもの未来に繋がる農福連携事業も拡大予定。



青空直売所

※販売経路の４割が青空直売所、６割は地元スーパーへ卸売



将来に向けた展望



新規就農の壁

• 若者が新規就農する場合、農地の確保、生産スキル、資材
施設の確保、販路開拓、認定制度や助成金制度を活用し
た資金調達など、様々な就農準備を、一人で完結すること
は、実質的に困難。

• 自治体によって、支援制度や窓口スキルの差が大きい。現
場感のない助言が多く、岡山県には十分な支援体制があると
思えない。

• 経営、生産、制度の全てをワンストップでアドバイスしてくれ
る窓口が欲しい。生産経験が豊富で、経営も指導できる人
材による中長期伴走型の支援が欲しい。



事業承継の可能性

• 若者の新規就農者を増やすために、事業継承は非常に有効
な手段だと考える。

• 資材設備などの生産基盤が既にあるため初期投資を減らすこ
とができるほか、販路開拓の心配が少ない。営農スキルを学
べるなど、複数メリットがある。

• 事業承継を活性化するため、全国型のマッチング支援があると
よいのではないか。

（1）全国の移譲希望する農家の情報集約とリスト化
（2）エリア毎、生産品目毎、就農条件の分類によるマッチング
（3）手続や契約締結に関する総合サポート



農業の発展に向けて

• 多様な人材を呼び込み育成することが農業発展のカギ。
• 直販化や６次化などに挑戦する農家が増え、儲かるビジネス

になることで、新しい農業の可能性が開けると考える。
• お金というインセンティブが働くことで、若者や多様な人材を
農業に呼び込めるのではないか。

• 本人のやる気と地域住民のサポートが、農業で成功する一番
の秘訣である。

• 40歳以下である程度実績を残した志ある担い手が、地域
の核となっていけるよう、官民一体でサポートを強化していた
だきたい。



ご静聴ありがとうございました



農薬・化学肥料を行政基準の50%以上削減した特別栽培野菜を年間50種類以上、生産・販売しています。品
種も、市場では珍しい美味しさにこだわったを選定。安心安全な野菜を多品目でお届けする当たり前の感動野菜を
目指しています。

いぶきの畑では、子どもたちの農業体験や大人が農業を通して健康を目指す「畑活」、採れたて野菜を使ったバーベ
キューなどを積極的に受け入れています。自然溢れる畑には学びが沢山あります。子どもの頃から農業に触れてもらう
機会が食を大切にする心を養い、地域の交流の創出が心身の健康にも繋がるはず。野菜を生産するだけではな
い、農業の可能性に挑戦しています。

岡山県民の健康寿命を延ばし、日本に、世界に誇れる県にしたい。そのため、私たちは特に子どもや同世代の人に
農業や野菜、食生活に関心をもってもらうための取り組みに注力しています。そしてそのきっかけとして注目したのが野
菜スイーツ。就労継続支援B型事業所として利用者を受け入れて加工場を立ち上げて、笑顔と健康を届ける野菜
の加工品開発を目指しています。


